
 

 
 

アジア太平洋地域における SDGs の進展を加速させるためのキーメッセージ 
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2020 年 3 月 
 

2015 年、国際社会は「持続可能な開発のための 2030 アジェンダ」の中核となる「持続可能な開発目標
（SDGs）」を採択しました。そして多くの国が、国連が主導する「自発的国家レビュー（VNR）」の
プロセスを通じて、SDGs の実施に向けた取り組みを公開・共有しています。新しい開発アジェンダの実
現のために各国が進める幅広い政策と予算の一部が、このプロセスを通じて明らかになりました（Elder 
& Baratalini, 2019; Elder, forthcoming）。しかしながら、アジア太平洋地域の政策立案者は、SDGs 達成
に向けた取り組みをさらに加速させる必要があります（ESCAP, 2019）。 

2019 年 9 月に公表された「持続可能な開発に関するグローバル・レポート（GSDR）」の最新版では、
SDGs の進展を加速するために重要な 6 つの「エントリーポイント」が提案されました。2020 年の「持
続可能な開発に関するアジア太平洋フォーラム（APFSD）」と「持続可能な開発に関するハイレベル政
治フォーラム（HLPF）」での議論は、この 6 つのエントリーポイントを巡り展開されると考えられてい
ます。これらの議論に貢献するために準備された地球環境戦略研究機関（IGES）1のキーメッセージには、
エネルギーや農業などの主要セクター、自治体や企業などの重要なステークホルダー、そして個人の幸
福から地球環境コモンズ（公共財）までのあらゆるレベルにおいて、今後必要となる様々な変化につい
ての提言が含まれます。 

1. 人間の幸福と将来性 

「健全な地球は、人間の物理的、心理的、社会的、経済的、そして感情面での健康と幸福のための基盤で
あり、すべての SDGs を達成するために必要不可欠です」（Elder & Loewe, 2019）。しかし、生態系や生
物多様性の価値は国や自治体の計画および開発プロセスに十分に統合されておらず、環境が持続可能な
開発のために果たす重要な役割は軽視されています（IPBES, 2019）。統合が不十分であるために、自然
資本や生態系サービス、気候リスクを正しく評価することができず、このことが政策立案にも悪い影響
を及ぼしています（Olsen, Zusman, Steele, Marsden, & Virtucio, 2019）。より持続可能な未来へと進む
ためには、国や自治体などのあらゆるレベルの政策プロセスに、「人間の幸福」と「地球の限界（プラ
ネタリー・バウンダリー）」の考え方が十分に反映される必要があります。 

「人間の幸福」と「地球の限界」を具体的な政策オプションに落とし込むための、分かりやすい指標と計
画策定支援ツールが必要とされています。ライフスタイル・カーボンフットプリントは、政策立案者が
「人間の幸福」と「地球の限界」の観点から合理的な政策オプションを特定するのに役立つ分かりやす
                                                           
1 IGES は、アジア太平洋地域における持続可能な開発の実現に向け、国際機関、各国政府、地方自治体、研究機
関、企業、NGO 等と連携しながら、気候変動、自然資源管理、持続可能な消費と生産、グリーン経済などの分野に
おいて実践的な政策研究を幅広く行っています（本部：神奈川県葉山町）。 



 
い指標のひとつです（Akenji, Michael, Koide, Toivio, & Amellina, 2019）。同様に、SDGs の各目標の相
関性を可視化する意思決定支援ツールは、「人間の幸福」や「生態系保全」といった課題が、より広範
な開発目標とどのように関連しているかを把握するのに役立ちます（Zhou, Moinuddin, & Li, 2019）。こ
れらの指標やツールが広く採用されることで、関連する政策や計画が改善されます。同時に、規範の変
化に伴いライフスタイルや考え方のシフトが進むことになります（Mao, Koide, & Akenji, 2019）。 

2. 持続可能で公正な経済 

政府は、持続可能で公正な経済を促進するための、規制、財政などの一連の政策手段を有しています
（King, Elder, & Shigemoto, 2018）。企業が SDGs を事業の実施や計画プロセスに組み込むことを促す
ために、規制（製造規格など）、財政政策（減税など）、情報開示（環境・社会・ガバナンスリスクな
ど）などの多くの政策手段を活用することができます（King, Elder, & Shigemoto, 2018; Suk, 2018）。 

同時に、多くの企業が、SDGs への取り組みが自社の業績向上につながることを理解しつつあります
（Ueno et al., 2017）。先進的な企業の中には、SDGs への取り組みが企業価値の向上に役立つことを認
識している企業もあります（例えば、ダイバーシティ経営を製品イノベーションに結び付けるなど）
（Onoda et al., 2019）。優良事例を促進・普及するための情報共有プラットフォームを構築すること
で、他の企業が SDGs に積極的に取り組もうとする意欲を高めることもできます。しかし、大半の企業
は、事業の核心部分に SDGs を統合することにためらいがあり、この壁を乗り越えるためにはより明確
な政策シグナルとより強いインセンティブが必要とされています（Ueno et al., 2018）。 

中小企業と中小零細企業が事業計画や生産プロセスに SDGs を組み入れるには、より良い情報とより強い
インセンティブが必要です。多くの国で民間セクターの大部分を占める中小企業と中小零細企業が、持続
可能で公正な移行の鍵を握っています。しかしながら、中小企業と中小零細企業が SDGs を事業計画や
生産プロセスに組み込むために割くことのできるリソースは限られています。中小企業が自発的に SDGs
に関する報告書の作成に取り組むケースもありますが、自治体が SDGs への取り組みの恩恵を中小企業
が理解できるように支援するケースもあります（Kataoka & Yoshida, 2019）。多くの場合、政府が資金
的なインセンティブを提供する必要があります。中小企業や中小零細企業が SDGs と整合性のある循環
型ビジネスモデルやグリーンなビジネスモデルを採用することを奨励する低利融資などです。政府によ
るインセンティブの提供は、中央銀行の後押しにより進められています。多くの国の中央銀行が、気候
やその他の環境リスクを放置することにより、最貧困層の人々への支援の効果が失われてしまうと考え
ているのです（Prochaska et al., 2019）。 

3. 食料システムと栄養パターン 

持続可能な農業の実現には、土地の過剰利用の現状を改める短期的な改革と、消費・生産・食生活のシス
テムを改める長期的な変革を進めるための戦略が求められています。飢餓ゼロ目標の達成が、農業と土地
利用のシステムを変革することの動機であるべきです。この目標は、SDGs の他の目標を損なうことなく
実現する必要があります。現実的な方法は、スマート補助金や土地利用の中立などの短期的な改革から
始めることです。こうしたより短期的な選択肢の実践を通じて、長期的な変革への道が開かれます。農
業生産システムや消費パターンの変革、食料生産手段の変革（都市農業や垂直農法）、食習慣の変革な
どがこれにあたります（Prabhakar, 2019）。 



 
食料安全保障の目標を達成するための、一貫した食品廃棄物政策と効果的な省庁間の調整システムが必要
です。SDGsの他の目標を損なうことなく、これを達成する必要があります。世界の食品ロスは2.6兆米ド
ルと推定されています。一貫した食品廃棄物政策の欠如と限定的な省庁間の調整が、巨大な食品ロスの
一因です（Liu, Mao, Bunditsakulchai, Sasaki, & Hotta, 2020）。食品廃棄物に対するより一貫したアプロ
ーチとして、「具体的な実施計画の策定：3R（削減、再利用、リサイクル）戦略に基づく明確な目標
（削減とリサイクル）を含む」、「適切な廃棄物管理技術：食品廃棄物の3R活動を支援するためのリサ
イクル・ループ型ビジネスモデルと併せて導入」、および「実用的な食品廃棄物の分離回収システム」
などの選択肢を挙げることができます（Liu, Mao, Bunditsakulchai, Sasaki, & Hotta, 2020）。 

4. 都市および都市周辺部の開発 

いくつかの自治体による自発的自治体レビュー（VLR）の試みは称賛に値します。「VLR ラボ」のような
ピア・ラーニング・プラットフォームは、先進的な自治体の知見を後続の自治体が活用する上で役立ちま
す。VLR 実施に向けた重要な一歩を踏み出す自治体が増えています。こうした先進的な自治体による率
先的な行動は称賛に値します。しかしながら、リソースや能力に制約がある自治体にとっては、先行す
る自治体と同じペースで取り組みを進めることが難しい可能性があります。「VLR ラボ」は、そうした
自治体が取り残されることのないように、実践的な知識や経験を提供することができます（IGES, 
2020）。各国政府もまた、自発的国家レビュー（VNR）と VLR のプロセスの統合を強化する役割を担っ
ています。 

循環型経済圏は、農村と都市の境界を越えて資源管理を改善し、地域経済を活性化し、環境問題を解決す
るための枠組みを提供します。持続可能性に関する多くの課題は、都市や農村の境界を越えて存在します
（Somanje, et al., 2020）。あらゆるレベルの政府は、行政区域を越えた横断的な取り組みを強化する
必要があります。循環型経済圏の概念は、循環経済の原理原則を複数の行政区域を横断してマッピング
するのに役立ちます。また、都市や都市周辺部、農村部が資源の流れを最適化し、地域経済を活性化し、
境界を越えた環境問題を解決する機会をもたらします（Sukhwani et al., 2019; Takeuchi et al., 2019）。社
会生態学的生産ランドスケープ・シースケープ（SEPLS）は、自然と社会の両方に利益をもたらすこと
ができる地域循環型経済圏の一例です（Scheyvens, Mader, Lopez-Casero, & Takahashi, 2019; Takahashi 
et al., 2019）。 

5. エネルギーの脱炭素化とすべての人によるエネルギーへのアクセス 

地球温暖化を 1.5℃未満に抑えるために、エネルギー部門の抜本的な脱炭素化が不可欠です。公正な移行は、
適切な支援政策の実施により実現可能です（労働者の再教育など）。世界の気温は現在、10 年ごとに
0.2℃上昇しています（IPCC, 2018）。気温上昇が 1.5℃を超えないようにするためには、2050 年までに
再生可能エネルギーの割合を 70％まで高め、電力供給における石炭の割合をほぼ 0％まで減らす必要が
あります。とはいえ、これらの変化は経済や労働市場に大きな影響を与える可能性があります。しかし
幸いなことに、誰も取り残さず、恩恵を平等に分配することを目指す公正な移行を進めることで、新た
に働きがいのある人間らしい仕事（ディーセント・ワーク）を得られることが明らかになっています。
実現のためには、新たなキャリアに向けた労働者の再教育や再配置など、地域レベルおよびサブセクタ



 
ーレベルでの分配問題に対処するための積極的な政策が必要です（Zhou and Mustafa, 2017; Kuriyama, 
2019; IISD, 2018）。 

SDGs と気候変動政策の統合をあらゆるレベルで強化する必要があります。脱炭素化を最も持続可能なか
たちで実現するためには、気候変動と他の開発優先課題との関連付けの強化が必要です。気候変動と大
気汚染（Akahoshi, Zusman, & Matsumoto, 2018; UNEP APCAP and CCAC, 2019）、持続可能な運輸交
通（Nugroho, Zusman, Nakano, & Fujino, 2020）、廃棄物管理（Premakumara et al., 2018）、食料・水・
エネルギー（Bao et al., 2018）、ジェンダー（Lee & Zusman, 2019）のつながりを理解し、この関連付け
をさらに深めていくことの重要性を、数多くの研究が示しています。統合的な取り組みを進めるために
は、意識の向上のみならず、気候変動対策と持続可能な開発の背後にある利害関心を一致させることが
必要です。また、そのためのガバナンス体制の強化が求められています（Amanuma et al., 2018）。 

6. 地球環境コモンズ 

海洋プラスチック汚染の解決のために、プラスチックのライフサイクルのあらゆる段階での協調的な政策
介入と地域連携の強化が求められています。プラスチック問題に取り組む必要性を各国政府は認識してい
ますが、既存の政策やイニシアティブは明らかにライフサイクルの下流に焦点を当てています。プラス
チックのライフサイクルにわたる多重課題を解決するには、廃棄物に重点を置くだけでなく、政府によ
る取り組みの範囲を拡大することが重要です。同時に、プラスチック汚染の越境性や各国経済の相互連
関性は、地域レベルの資源循環を推進するための協力を必要とします。この連携の一環として進めるべ
き施策には、i）プラスチック、リサイクルプラスチック、プラスチック製品の技術標準の確立、ii）プ
ラスチック利用における循環性に関するガイドラインの策定、iii）有害添加物の段階的廃止、iv）プラス
チックに関する研究とイノベーションのための地域ネットワークの形成、iv）プラスチック汚染に関する
地域枠組み協定の策定（Akenji et al., 2019）が含まれます。 

生物多様性から得られる情報により技術革新は刺激されています。しかし、将来における潜在的な刺激の
機会は損なわれつつあります。これまで十分に研究することができた生物種は、生物全体のごく一部にす
ぎません。にもかかわらず、技術革新に役立つ情報がもたらされ、すでに 13,000 件以上の特許に影響を
与えています（Lenau, Metze, & Hesselberg, 2018）。過去 5 年間だけでも、10,000 件以上の査読付き出
版物で、医療やその他の技術革新に対して生物多様性が貢献した事例が紹介されています（Mader, 
Ralevski, Fischer, & Lim, 2019）。それにも関わらず、生物多様性は人間の活動によって、これまでにな
い早さで世界的に失われています（IPBES, 2018）。これらの損失に伴い、未来の技術的・医学的解決策
の可能性が制限されつつあります。各国政府に求められる行動には、「脅威にさらされている種と、技
術革新や医療革新の可能性を秘めた種のインベントリを作成すること」、「生物多様性への配慮の主流
化を分野横断的に、さらには公共セクターの範囲を越えて加速すること」、そして「地域に根ざした保
全のための重要な判断基準として生物多様性を優先させること」が含まれます（Mader, Ralevski, Fischer 
and Lim, 2019）。 

自発的国家レビュー（VNR）のプロセスにおけるアカウンタビリティーの強化が、地球環境コモンズの問
題への対応に役立ちます。ほとんどの国の行動は、海洋ゴミ、大気汚染、貿易など、さまざまな政策領域
で他国に影響を与えています。また、ある国では望ましいとされていることが、他の国では違った見方



 
をされている可能性もあります。VNR のピアレビューを可能にする仕組みがあれば、VNR についての異
なる見方をオープンに表現することが可能になります。VNR のピアレビューには、自国のプロジェクト
や政策が国境を越えて他国に与える影響についての検討を促す効果もあるでしょう。これは VNR の内容
に対するアカウンタビリティーを高めるのに役立ちます。国外の利害関係者が VNR プロセスに関与する
ことで、他国に与えている国際的な影響についてのフィードバックを得ることも可能になります。これ
により、国境を越えた影響の評価を VNR プロセスに組み込むことができるようになります（Amanuma 
et al., 2020）。 
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